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序 論 本研究の目的と方法 
 






















































































































































語化することで sense が生成されるという。その際、身体の動きによって sense の共有が
促される。その経験が言語を引き出し、楽曲の味わいを文章として構成していく手がかり




























































（１） 音楽鑑賞学習（music appreciation） 
音楽における「鑑賞（appreciation）」を音楽辞典で調べると，以下のように記載されて

















 ア 曲想 
  低学年：楽曲の気分を感じ取って聴くこと 
  中学年：曲想とその変化を感じ取って聴くこと 
  高学年：曲想とその変化などの特徴を感じ取って聴くこと 
 イ 音楽を形づくっている要素のかかわり合い 



















    高学年:中学年までに示したものに加え，和声の響き 
 （イ）音楽の仕組み 
    低学年：反復，問いと答え 
    中学年：低学年で示したものに加え，変化 
    高学年：中学年までに示したものに加え，音楽の縦と横の関係 
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る鑑賞教育の内容と方法原理」『大阪教育大学紀要』第Ⅴ部門，第 55 巻，第 1 号，pp.39-58 













（Listening Lesssons in Music），1920 年ヴィクター社刊行，Ｆ・Ｅ・クラーク著『子
どものための音楽鑑賞』（Music Appreciation for Little Children）が紹介され，それを
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第 32 号,pp.275-286 






















異』による生成的対話場面の考察を中心に―」『美術家教育学会誌』第 32 号 
34 久保正秋（2009）「意味生成としての『スポーツ運動』体験の意義」『体育學研究』第
54 号，社団法人日本体育学会 
35 文部科学省（2008）『小学校学習指導要領解説 音楽編』教育芸術社，p.17 
36 小島律子（1998）「表現の原理と教育的意義」，小島律子・澤田篤子編『音楽による表現の教
育』晃洋書房，p.2 
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37 同上書，p.3 
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第１章 デューイの意味生成に関する関連研究の概観 
 





















が集まって「意味体系（a system of meaning）」を構成する。⑥既存の「意味体系（a system 













































































































































































号，2004）の 2 編である。 
 
１．関連研究にみる芸術表現内容における質と身体との関係 




























































                                                   
第Ⅰ部第 1 章の注 
1 John Dewey,“Art As Experience”, in The Later Works,1925-1953, Vol.10: 1934, 
Southern Illinois University Press ,p.110. 栗田修訳『経験としての芸術』晃洋書房、
2010 年、125 頁。 
2 John Dewey,“Experience and Nature”, in The Later Works,1925-1953,Vol.1:1925, 
Southern Illinois University Press,p.25. 帆足理一郎訳『経験と自然』春秋社、1959
年、18 頁。 
3 Ibid., p.132. 帆足訳、133 頁。 
4 Ibid., p.141. 帆足訳、143 頁。 
5 高橋佳子（1996-a）「J.デューイの意味生成過程」『筑波大学教育学研究集録』第 20 集，
pp.101-110） 
6 高橋佳子（1997）「デューイにおける意味生成の出発点としての『質』」『日本デューイ
学会紀要』第 38 号，pp.46-50 
7 高橋佳子（1996-b）「デューイの意味生成としてのコミュニケーション事象」『教育方法




11 John Dewey,“Experience and Nature”, op.cit.，p.239 
12 鈴木順子（2000）「デューイの『ambivalent』な領域を探索することが面白い―デュー
イのディスコミュニケーションから習慣論への（シンポジウム―デューイのここがおも
しろい）」『日本デューイ学会紀要』第 41 号，pp.150-156 
13 「感受性 sensitivity」とは「自然事象のもつ「質」を識別する際に発揮される身体の感
覚器官の作用」である。John Dewey,“Experience and Nature”,op.cit.,p.197（帆足訳，
p.197） 
14 鈴木順子（1972）「デューイの『経験としての芸術』におけるコミュニケーション論の
一考察」，『日本デューイ学会紀要』第 13 号，p.44 
15 「有機体 organism」と環境との相互作用において生じる「qualities」に関する表記に
は，「行動の諸性質 qualities of acts」，「有機体と環境とが相互作用する状況の性質
qualities of situation in which organism and surrounding conditions interact」，「感
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覚的性質 sense qualities」等がある。本論ではこのような諸性質をさして「質」と表記
する。John Dewey,“Experience and Nature”,op.cit.,pp.198-200. 帆足訳、198-200
頁。 
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が生じる。言語によって主体の身体に蓄積されてきた「感じが意味となる feelings make 
sense」48。 
 
3．「共同行為（community of action）」へ参加させる機能 









第 4 の次元は「共同行為」に関わる事物に「意義内容 significance」を付与する機能で








































































得る。直接経験における「生機的活動」において「完成や満足 (a consummation or 
satisfaction)」を得る時、それは到達点としてのみではなく、後の経験の基盤となる「保
存役(integrated cumulation)」となる53。これら、過去の経験における「感じ」の蓄積に








































て次のように説明している59。「ある未開民族(a savage tribe)」を訪れた人が 5・6 人の子
どもにテーブルにあたる言葉を人差し指でテーブルをたたきながらたずねたところ、「たた
くこと for tapping」、「材料 for the material」、「堅さ for hardness」、「テーブルにかけて
あるもの for that which covered the table」、「テーブル for table」、とそれぞれ違った答
えが返ってきたという。質問者が期待した答えは最後の一人のもののみであった。デュー
イは質問者の人差し指でテーブルをたたくという行為が「共通の目的をめざす共同の活動
conjoint activities looking to a common end」と切り離されていたために、質問者と子ど
もたちのコミュニケーションが、「行為を意義づけ(acts get significance)」、「行為に伴う














































































                                                   
第Ⅰ部第 2 章の注 
1立山善康（1986）「デューイの『成長』における経験の個別性と普遍性」『日本デューイ
学会紀要』第 27 号，pp.21-27 
2 John Dewey, “Experience and Nature”, in The Later Works,1925-1953,Vol.1:1925, 
Southern Illinois University Press，p.200. 帆足訳、200 頁。 
3 Ibid., p.212. 帆足訳、212 頁。 
4 Ibid., p.195. 帆足訳、195 頁。 
5 Ibid., p.208. 帆足訳、208 頁。 
6 Ibid.,p.200. 帆足訳、200 頁。 
7 Ibid., p.194-196. 帆足訳、194-195 頁。 
8 Ibid., p.226. 帆足訳、227 頁。 
9 Ibid., p.198. 帆足訳、198 頁。 
10 Ibid., p.229. 帆足訳、231 頁。 
11 Ibid., p.200. 帆足訳、200 頁。 
12 Ibid., p.220-221. 帆足訳、221 頁。 
13 John Dewey,“Art As Experience”, in The Later Works,1925-1953, Vol.10: 1934, 
Southern Illinois University Press ,p.110. 栗田修訳『経験としての芸術』晃洋書房、
2010 年、125 頁。 
14 John Dewey, Democracy and Education, New York: The Macmillan 




中直人編（1988）『世界大百科事典 12 初版』平凡社，p.615 
16 John Dewey, Democracy and Education, op.cit.,p.12. 松野訳、26 頁。 
17 Ibid.,P.11.松野訳，24 頁。 
18 John Dewey, “Art As Experience”,op.cit., p.244.栗田訳、307 頁。／（ ）内、John 
Dewey,“Experience and Nature”,op.cit,p.20.帆足訳、13 頁。 
19 John Dewey, “ Art As Experience,”op.cit,p.248.栗田訳、306 頁。 
20 John Dewey, “Experience and Nature”,op.cit,p.25. 帆足訳、18 頁。 
21 Ibid., p.24. 帆足訳、17 頁。 
22 Ibid.,p.248. 帆足訳、191 頁。 
23 Ibid., p.19. 帆足訳、12 頁。 
24 Ibid.,p.236. 帆足訳、183 頁。 
25 Ibid., p.19. 帆足訳、12 頁。 
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的な動作をさすと考えられる。大橋容一郎「行為」の項，廣松渉・子安宣邦他 編（1998）
『哲学・思想事典』岩波書店，p.481 
28 John Dewey, “Experience and Nature”,op.cit,p.197. 帆足訳、197 頁。 
29 Ibid., p.26. 帆足訳、19 頁。 
30 Ibid., p138. 帆足訳、139 頁。 
31 Ibid., p.137. 帆足訳、138 頁。 
32 Ibid.,pp.138-139. 帆足訳、140 頁。 
33 Ibid.,p.28. 帆足訳、21 頁。 
34 Ibid.,p.26. 帆足訳、19 頁。 
35 Ibid., p.28. 帆足訳、21 頁。 
36 Ibid., p.144. 帆足訳、145 頁。 
37 Ibid.,p.145. 帆足訳、146 頁。 
38 Ibid.,p.141. 帆足訳、143 頁。 
39 Ibid.,p.141（訳 143 頁） 
40「あらゆる感覚器官が、あらゆる自動的な身体器官が、我々が目ざめて意識をもつ時に
は、環境の何ものかに作用するとともに作用させられてもいる。」John Dewey, How 
We Think：A Restatement of the relation of reflective thinking to the educative 
process. New York: D. C. Health and Co, 1933, pp.36-37.  
植田淸次訳『思考の方法』春秋社、1955 年、37-38 頁。 
41 John Dewey, “Experience and Nature”, op.cit, p.197. 帆足訳、196-197 頁。 
42 それは例えば、「漠然たる大まかな不安や気楽さ、活気や疲労（vague and massive 
uneasiness, comfort, vigor and exhaustion）」といったものである。Ibid., p.197. 帆足
訳、197 頁。 
43 Ibid., p.197. 帆足訳、197 頁。 
44 Ibid., p.197-198. 帆足訳、197 頁。 
45 Ibid., p.140. 帆足訳、141 頁。 
46 Ibid., p.141. 帆足訳、142 頁。 
47 Ibid., p.139. 帆足訳、140 頁。 
48 Ibid., p.198. 帆足訳、198 頁。 
49 Ibid., p.142. 帆足訳、143 頁。 
50 Ibid., p.246. 帆足訳、248 頁。 
51 Ibid., p.25. 帆足訳、18 頁。 
52 Ibid., p.197. 帆足訳、197 頁。 
53 Ibid., p.197-198. 帆足訳、197 頁。 
54 Ibid., p.197-198. 帆足訳、197 頁。 
55 Ibid., p.141. 帆足訳、142 頁。 
56 Ibid., p.140. 帆足訳、141 頁。 
57 Ibid., p.145. 帆足訳、146 頁。 
58 Ibid.,p.141. 帆足訳、142 頁。 
59 C.オグデン，I.リチャーズ著，石橋幸太郎訳 1967，『新版 意味の意味』,pp.136-137 
60 John Dewey, 1938,“Logic”, in The Later Works,1925-1953,Vol.12, Southern Illinois 
University Press, p.56. 魚津郁夫訳「論理学―探究の理論」，上山春平編 『世界の名著
48』中央公論社、1968 年、442 頁。 
61 Ibid .,pp.57-60. 魚津訳、440-443 頁。 
62 Ibid.,p.61. 魚津訳、445 頁。 





























































































 - 41 - 














大学附属平野小学校、大阪教育大学附属平野中学校において、平成 22 年から 26 年にかけ
て行った音楽鑑賞授業実践である。実践学年は小学 1 年生が 1 事例、小学 4 年生が 2 事例、
中学 1 年生が 1 事例である。実践の概要一覧を表 1 に示す。 
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表 1 分析対象となる実践事例 
番号 学年 単元名 指導内容 教材 









事例３ 小学校第 4 学年 2 拍子を感じて《獅子舞囃子》
をきこう 
2 拍子 獅子舞囃子 






































































 １）「体験」から創造・継承される。  











 ①創作者が問題とされない唄であること  
 ②記録によらず伝承的であること  
 ③没個人的で、郷土性をもつ集団による伝承であること  
 ④時間的に相当の歴史性をもつこと  
 ここに、わらべ唄も含まれる。わらべ唄は民謡としての基本的性格を端的に示している、






 音楽以前の日本語のセリフ、呼び声などに以下のスタイルが明らかに見られる。  
 ア．言葉の制約の強い拍節の明確なスタイル 







 民謡のリズムの成り立ちを図に示す（図１）。  
 
  子ども  
       
 
  大人     
                            ↓ 
                          








































































 １）身体に潜在したリズム感覚を目覚めさせる。  
 ２）表現の意欲をもたらす。 
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１・２    （創作） ①学習への関心・意欲を高める方法。 

















































 指導要領において鑑賞に絞られた。また、〈身体表現〉の用語は、そのほとんどが  
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（資料ア） 
実践事例① 




 れていった。  
・手や足の技だけでなく身体表現を取り入れることによって、  







身体表現 ・［分析］で、遊んだ体験をもとに指導者が「反復」を取り上  
 げることで「反復」が意識される。  
・《らかんさん》の文化的背景をもとに、子どもたち自身の生  






身体表現の役割 ・風の音「ヒュー」、生活の音「トントントン」、など、子ども  
 の生活経験で把握されたイメージが、動き・言葉・リズムが  
 一体となって表現される。 
・生活の音を擬音語化した部分をいかに身体表現するかを子ど  




















 など、子どもの多彩なイメージが動きとして引き出された。  






 実践事例② 【口唱歌】から始まる 
身体表現 ・【口唱歌】に合わせて膝打ちした体験をもとに、リズムパター  




























































ら出てきた動きをこの 4 種類に分類してまとめることとした。  
① 変形：指導者や子どもから出てきた動きの一部を変えていると見取れる場合 
② 反復：指導者が提示した動きや子どもの動きを後から再びくり返していると見取れ  
る場合 
③ 創作：これまでにない新たな動きと見取れる場合 














際、【 】付けで示す。子どもから生じた動きは〔 〕付けで示すこととする。 
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第Ⅱ部第 1 章の注 
1 身体的同調とは、コミュニケーションをする際、身体間に起こる「同期・同調・リズム
をきざむ」という現象をさす。菅原和孝（1996）「コミュニケーションとしての身体」，















































 - 57 - 

















































52 授業分析の働きには次の 4 つが挙げられている。①授業者自身が実践を反省して次の実
践に臨ませるようにすること、②現場の教師同士を協力させること、③理論的な教育の
 - 58 - 
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第 2 章 実践事例での身体表現における意味生成過程 
 





①うちのせんだんのき せびがちってなくよ どんどんしゃんしゃん どんしゃんしゃん  
②せびがちってなかんときゃ びっきがちってなくよ どんどんしゃんしゃん どんしゃんしゃん  
③うちのくぐりどはくぐりよかところ       どんどんしゃんしゃん どんしゃんしゃん  












分析対象の授業は大阪市内Ｔ小学校 1 年 1 組（男子 7 名，女子 7 名，計 14 名）で 2012
年 2 月 28 日・3 月 6 日、全 2 時間分、分析者が授業者として実践したものである。遊び
















 ○反復を意識して《うちのせんだんのき》を味わい、その味わいを言葉で人に伝えるこ   
  とができる。【紹介文】 
 
表１「はんぷくをかんじて《うちのせんだんのき》をきこう」指導計画  
ステップ 学習活動 時 





再経験 反復を意識して身体表現をする。  第２時 
評 価 《うちのせんだんのき》を聴き、批評文を書く。  第３時 
 
②抽出場面 
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表２ Ａグループから出てきた動き 
 動き  動き 
(ア) 
全員 
         （歩く）  
♪うちのせんだんのきせびがちってなくよ   









           （おサルのポーズ）  
♪どんどんしゃんしゃんどんしゃんしゃん                 
(エ） 
大輔 












































































































創作  (見守る) 























































































































































































分析対象の授業は大阪市内Ｔ小学校４年１組（男子 12 名、女子 4 名、計 16 名）で 2010
年 6 月 18 日～7 月 15 日の間、全４時間分、実践したものである。盆踊りの創作活動はグ







・対象学年：小学 4 年生 
・教材：《八木節》 
・単元目標・評価規準7 
 観点.1 跳ねるリズムに興味をもち、意欲的に聴こうとする。【観察】 
 観点.2 跳ねるリズムを知覚し、その特質を感受している。【発言・ワークシート】 
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表１「ぼんおどりをつくって《八木節》を味わおう」指導計画  












再経験 《八木節》をもう一度聴いてよさや味わいを紹介文に書く。  第３時 
評 価 紹介文を交流する。 第４時 
 
②抽出場面 











































変形  (見守る) 
(イ) 〈（リズム）後ろ向きで跳ねる
感じ〉 
変形 【跳ねる】 同調 
(ウ) 〈（リズム）前向きで跳ねる感
じ〉 
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表６ 亮の紹介文の内容 
 踊りをつくる前  
跳ねるリズムの知覚・感受  
踊りをつくった後  


























































































































































トーンと跳ねる感じ  トーンと跳ねる感じ  














 ①    ②    ③     ④    ⑤    ⑥    ⑦   ⑧ 
 
  １    ２     １    ２     １   ２     １    ２ 
（右足をつく）     （左足をつく）   （前進する）   （⑧で獅子頭を上へ） 
























ステップ 学習活動 時 
経 験 《獅子舞囃子》を聴き、獅子舞の足取りを模倣する。  
第1時 
分 析 《獅子舞囃子》の２拍子の特徴を知覚し、その特質を感受する。  
再経験 《獅子舞囃子》の踊りをグループで創作し、発表する。  第2時 
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（オ） 
る。   
 次に仁志が（ウ）阿波踊りのように両手を前方上方に上げてヒラヒラ動かしながら跳ね




ているが仁志は他 3 人の様子を見ながら動き続ける。 
仁志の動きは更に変形して、（オ）その場に小刻みにジャンプして
両手を上方でパタパタさせる。すると直美、香は真似をする。１・






















      １・２・１・２  















変形  (見守る) 
(イ) 〈（リズム）のる〉〈（2 拍子）
前進する〉 
変形  (見守る) 
(ウ) 〈（旋律）ヒラヒラして、（リ
ズム）跳ねる感じ〉 
創作  (見守る) 
(エ) 〈（拍、リズム）大きくのる感
じ〉 
変形  (見守る) 





















よいしょパッ     よいしょパッ       １・２・１・２  
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えー、河内よいとこ 一度はおいで  
その古をたずぬれば ヨーホイホイ ハアエヤコラセードッコイセ 
綿と木綿の出どころよ もってうまれたど根性 
口は悪いが情けにもろい ケチでのんきで派手好みの 
飲めば取るのが この音頭 ソーラーヨイトコサ サノヨイヤサーッサ 










ステップ 学 習 活 動 時 





再経験 ○音頭一同形式を意識して、自分たちの踊りをつくる。  第２時 






























 ①    ②    ③    ④    ⑤    ⑥       ⑦    
 
 （１     ２）×２（１    ２）×２  １    ２      
（その場で2回くり返し）     （2回くり返し）     （右にはらって前進）（左にはらって前進）  （両手開いて） 
⑧        ⑨  
 
 



























































香・美幸・一美が模倣し、信夫の両手の動きに（オ）はずむような足取りを右 2 拍、左 2



























































































































(ア) 〈（囃子詞）しなやか〉 反復 【（囃子詞）しなやか】 模倣 
(ケ) 〈（囃子詞）メリハリのある〉 変形 【（囃子詞）メリハリのある】 (見守る) 
(コ) 〈（囃子詞、リズム）跳ねる〉 創作 【（囃子詞、リズム）跳ねる】 同調 
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5 子どもの動きを〔 〕づけで示す。以下同様。 
6 澤田篤子「リズムパターン」の項，日本学校音楽教育実践学会（2006）『生成を原理と
する 21 世紀音楽カリキュラム―幼稚園から高等学校まで―』東京書籍，p.108 





















まず、全 4 事例の分析結果から、以下の意味生成過程を導き出した。  
 １）個々人の身体は音楽の質を受容すると同時に動きとして具現化させる。  
 ２）集団における質の具現化は他者の反応を引き出し、感覚的意味（sense）共有を予
測させる。 


































































































































































 １）個々人の身体は音楽の質を受容すると同時に動きとして具現化させる。  
 ２）集団における質の具現化は他者の反応を引き出し、感覚的意味（sense）共有を予
測させる。 
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てご指導を賜りました堀内達夫教授にも厚く御礼申し上げます。 
 
本研究の第4章の授業実践にあたっては、各小学校、中学校の諸先生方には大変お世
話になりました。そして小学校１年生、４年生、中学校１年生（当時）の皆さんも本
当にありがとうございました。心より感謝を申し上げます。 
 
また、特に本論文における実践研究にあたっては大阪教育大学、小島律子教授をは
じめ、関西音楽教育実践学研究会の皆様より研究遂行に有益なご指導、ご助言いただ
たきましたことに感謝の意を表します。 
 
 多くの皆さまの支えていただき、本論文を完成することができました。心よりお礼
を申し上げます。 
 
 
